
第111回

日本消化器内視鏡学会総会

展示ブースのご案内
VRウェアラブルデバイスを用いてHoloeyes MDを

直接操作いただけます。

空間コンピューティングによる新たな手術シミュレーションを
直接お確かめいただける機会となりますので、 

ぜひお気軽に弊社ブースへお立ち寄りください。

 複雑な解剖構造を

 そのまま立体で

「見る」時代へ。

平面の制約を脱し、360度自由なアングルで。 
VR空間ならではの没入感で理解を深める。

開催日程：2026.5.8(金)〜5.10(日) 

会場：パシフィコ横浜 展示ホールAB

　 　 　 ブースNo.21

※会期中は展示を行っております。

シミュレーションを変える3つの要素
空間把握
2D断層画像では困難な、血管・臓器の立体的
な位置関係を直感的に理解。

チーム医療
Holoeyes VSにより、遠隔地や複数人での同一
空間内カンファレンスが可能。

会場までの

アクセスについてはこちら

※ Holoeyes VS：Holoeyes MDのオプション機能（非医療機器）

術中参照
必要な時に、必要な場所で。

術者の視界に3Dモデルをシームレスに配置。

ぜひ展示ブースでご体験ください！
※販売名：医療用画像処理ソフトウェア Holoeyes MD、一般的名称：汎用画像診断装置ワークステーション用プログラム、クラスII（管理医療機器）、認証番号：302ADBZX00011000、認証日：令和2年2月28日


